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第 2 章 底生生物群集の季節変動  
  東シナ海と黄海では，黒潮系水塊と黄海冷水系水塊の分布域は季節によって大きく変化しなかった
が，沿岸水系水塊の分布域は夏～秋季に拡大，冬季に縮小した。 
  東シナ海と黄海における底生魚類群集は，出現種数と種多様度が秋季（8～10 月，10～12 月）に増













  大型カニ類群集は夏季に 27 種と冬季に 22 種が出現した。夏季と冬季ともにヒラツメガニが優占し，特に夏
季では採集個体数の 97%を占めた。カニ類群集の分布と種組成に明瞭な季節変化はなかった。 
 
第 3 章 総合考察  


















  本海域における近年の主要漁業国である中国は，1980 年から資源保護の取り組みを行ってきた。しかし，
中国の底魚類漁獲量は 1980 年代に 80 万トン程度であったが 2003 年には 300 万トンを越え，激しく増加して
いることから，取り組みの効果は非常に小さかったと考えられる。このように，本海域では周辺国からの強い漁
獲圧が今後も続くことが予想され，資源崩壊が危惧される。底生生物群集を保全・維持するために国際的な
漁業管理を行う必要がある。 
